
イスラエル農業・農村開発省、イスラエル国立農業研究機構が視察 
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 11 月 29 日(火)、イスラエル農業・農村開発省のアビ・ペルル博士(チーフサイエンティス

ト)他 1 名、イスラエル国立農業研究機構 ARO のヨセフ・タニー博士(環境物理・灌漑研究

領域長)他 2 名の研究者の計 5 名が農村工学研究部門に来訪されました。イスラエル訪問団

は農研機構との共同開催シンポジウム(11 月 28 日開催)「園芸作物生産における日本―イス

ラエルの最新水利用技術の融合」への参加のため訪日され、29 日は農研機構内の各研究部

門等を視察されました。 
 
 はじめに、白谷企画管理部長が農村工学研究部門の概要として使命や機能、役割などを紹

介しました。続いて、畑整備ユニットの岩田上級研究員が、園芸ハウスの燃料費を節約する

地中熱ヒートポンプシステム(水平熱交換器型)の効率的利用のための土壌の物理特性に関

する研究成果を紹介しました。最後に、水利システムユニットの島崎上級研究員が、省力と

高品質果実生産を実現できる「周年マルチ点滴灌水同時施肥法(マルドリ方式)」について紹

介しました。 
 
 各研究紹介の後には、ARO の研究者との多くの質疑応答があり、有意義な意見交換の場

となりました。 
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